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原子力発電の

地
じ

震
しん

・事
じ こ

故対
たいさく

策地
じ

震
し ん

や事故の対
た い さ く

策は、
とにかく

「放
ほ う

射
し ゃ

性
せ い

物
ぶ っ

質
し つ

を閉
と

じ込
こ

める」こと。

何重もの壁
か べ

を設けて

放
ほ う し ゃ せ い ぶ っ し つ

射性物質を閉
と

じ込
こ

めています。

原 子 力 発 電 の 事
じ こ

故 対
たいさく

策 で 一 番 大 事 な の は、燃 料 の 中 に あ る

放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質を外に出さないこと。このために原子力発電所は、

異
い

常
じょう

があれば原
げん

子
し ろ

炉を止めたり、何重にも壁
かべ

を設けたりして、

放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質を厳
げんじゅう

重に閉
と

じ込
こ

める設計にしています。

放
ほうしゃせん

射線放
ほ う

射
し ゃ

線
せ ん

は
空にも土にも
食べ物にもある。

原子力発電所から1年間に出る放
ほ う し ゃ せ ん

射線は、

胸
む ね

のレントゲン1回分よりも少なくなっています。

私
わたし

たちは、自然界にある大地・宇
う

宙
ちゅう

・食べ物・空気から、年間約

2.4ミリシーベルトの放
ほうしゃせん

射線を受けています。

原子力発電所から出る放
ほうしゃせん

射線の量は、年間0.05ミリシーベル

ト以下になるように設計・管理しています。それは胸
むね

のレント

ゲン撮
さつえい

影1回分よりも少なく、身体に影
えいきょう

響はありません。

原
げん

子
し ろ

炉が入る建物は揺
ゆ

れの少ない岩
がんばん

盤の上に建設放
ほうしゃせん

射線は身近なところにたくさんあります
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単位：ミリシーベルト（放
ほ う し ゃ せ ん

射線が身体に与
あ た

える影
えいきょう

響の単位）



原子力発電所

MOX
燃料工場

再処理工場

MOX燃料
モックス

モックス

使用済燃料

ウランとプルトニウム

ウラン
鉱山

ウラン
燃料

高レベル放射性廃棄物
ねんりょうずみし よう

さい しょ り こうじょう

ほうしゃせいはい き ぶつ

原子力発電所

気体 大気へ放出

再利用

海洋へ放出

再利用

埋設処分
（低レベル放射性廃棄物）

固体

安全確認

安全確認

液体

安全確認

あんぜんかくにん

あんぜんかくにん

あんぜんかくにん
まいせつしょぶん

ほうしゃせいはいき ぶつ

ウラン燃料の

リサイクルリサイクルの時代。
原子力発電で使った燃料も、
まだまだ使える。

原子力発電で使った燃料を再利用する

「プルサーマル」を進めています。

原子力発電所で使い終わった燃料の95〜 97％は再利用でき

ます。そこからまだ使えるプルトニウムとウランを取り出して混

ぜてMOX（モックス）燃料をつくり、今ある原子力発電所で使うこ

とを「プルサーマル」と言います。再利用できない「高レベル放
ほうしゃ

射

性
せい

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

」は、地下300mより深い地
ち

層
そう

の中に埋
う

めます。

原子力発電所の

廃
はい

棄
き

物
ぶつ捨

す

てるものは
できるだけ少なく。
これ、原子力発電所も同じこと。

原子力発電所から出る廃
はい

棄
き

物
ぶつ

は、

安
あんぜんかくにん

全確認してから処
し ょ ぶ ん

分しています。

原子力発電所では、発生する気体・液体・固体を分別・処
しょ

理
り

し、

できるだけ再利用しています。

分別・処
しょ

理
り

の結果、大気や海洋に放出するものや埋
まいせつしょぶん

設処分する

ものは、十分安全を確
かくにん

認しています。

ウラン燃料のリサイクル（プルサーマル）のしくみ原子力発電所から出る廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の処
しょぶんほうほう

分方法
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